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９
月
24
〜
26
日
の
３
日
間
、町

内
の
学
校
や
児
童
ク
ラ
ブ
で
町
主

催
に
よ
る
食
育
調
理
実
習
が
、
ホ

テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
総
料

理
長
を
務
め
る
藤
田
伸
幸
シ
ェ
フ

と
、
同
ホ
テ
ル
の
皆
さ
ん
を
講
師

に
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

24
日
に
は
、弟
子
屈
高
校（
宮
﨑

円
校
長
）の
学
科
で
フ
ー
ド
デ
ザ

イ
ン
を
選
択
し
て
い
る
３
年
生
の

生
徒
12
人
と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
こ
に
こ
の
児
童
た
ち
が
、
料

理
に
挑
戦
。高
校
で
は
生
徒
た
ち

が
、ハ
ン
バ
ー
グ
に
、に
こ
に
こ
で

は
「
簡
単
に
作
れ
る
朝
食
メ

ニ
ュ
ー
」と
し
て
、フ
ラ
イ
パ
ン
で

作
る
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
と
餅
の
フ

リ
ッ
ト
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
奥
春
別
小
学
校
（
寺
田
裕
子

校
長
）で
児
童
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
、

オ
ム
ラ
イ
ス
、
肉
巻
き
じ
ゃ
が
い
も
だ
ん

ご（
み
た
ら
し
ソ
ー
ス
が
け
）、
か
ぼ
ち
ゃ

の
プ
リ
ン
に
挑
戦
。午
後
に
は
、に
こ
に
こ

で
２
回
目
の
実
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

26
日
に
は
、美
留
和
小
学
校（
伊
藤
賢
次

校
長
）で
児
童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
実

施
。ハ
ン
バ
ー
グ
、
じ
ゃ
が
い
も
の
グ
ラ
タ

ン
、フ
ル
ー
ツ
の
サ
バ
イ
ヨ
ン
グ
ラ
タ
ン
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

児
童
や
生
徒
た
ち
は
最
初
に
シ
ェ
フ
に

よ
る
模
範
調
理
を
見
て
調
理
方
法
を
勉

強
。見
事
な
包
丁
さ
ば
き
や
、料
理
が
き
れ

い
に
盛
ら
れ
て
い
く
様
子
な
ど
に
、
ど
の

会
場
で
も
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

自分でつくると一層おいしい！
町内各地の学校・児童クラブで食育調理実習を実施

見
事
な
フ
ラ
イ
パ
ン
さ
ば
き（
弟
高
）

全
員
で
楽
し
く
試
食
（
美
小
）

お
い
し
い
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を
目
指

し
て
（
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
）

　

弟
子
屈
町
交
通
安
全
運
動
推

進
協
議
会（
会
長
・
德
永
町
長
）

主
催
の
旗
の
波
街
頭
啓
発
が
９

月
30
日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
前
の
国
道
２
４
３
号
線
で

行
わ
れ
ま
し
た
。秋
の
交
通
安

全
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日

は
町
交
通
安
全
協
会
や
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
に
加
え

奥
春
別
小
学
校（
寺
田
裕
子
校
長
）か
ら
も

児
童
が
参
加
。総
勢
約
１
１
０
人
で
安
全

旗
を
振
っ
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
ほ

か
、
同
校
児
童
が
啓
発
品
や
手
作
り
の
し

お
り
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
に
は
、
川
湯
温
泉
駅
前
通
り

と
国
道
３
９
１
号
が
接
す
る
交
差
点
周
辺

で
、
旗
の
波
街
頭
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。川
湯
交
通
指
導
員
会
が
主
催
し
、当

日
は
弟
子
屈
警
察
署
や
川
湯
自
治
会
関
係

者
、老
人
ク
ラ
ブ
、小
中
学
校
の
校
長
、会

員
な
ど
約
40
人
が
参
加
。参
加
者
は
安
全

旗
を
手
に
、
国
道
３
９
１
号
を
往
来
す
る

走
行
車
両
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
意
識
の
向
上
を
訴
え
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
に
は
、
弟
子
屈
警
察

署（
林
隆
俊
署
長
）で
、
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
研
修
お
よ
び
出
発

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。令
和
元
年

全
国
地
域
安
全
運
動
に
向
け
、
青

色
回
転
灯
装
備
車
を
保
有
す
る

「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
対

象
に
行
わ
れ
た
も
の
。参
加
者
は

防
犯
に
つ
い
て
の
講
習
を
し
っ
か

り
と
受
け
た
あ
と
、
パ
ト
ロ
ー
ル

車
へ
乗
り
込
み
地
域
巡
回
に
出
動

し
ま
し
た
。

無事故・防犯の心得を
各地で交通安全運動・防犯パトロールを実施

し
お
り
と
啓
発
品
を
手
渡
す
児
童

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

青色回転灯を装備したパトロールカーが出発（弟子屈警察署）

旗
の
波
で
交
通
安
全
を
（
川
湯
）

ワイン用ブドウを収穫
「葡萄色の週末（エビイロウイークエンド）」を開催

　

本
町
産
の
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
ワ
イ

ン「
葡
萄
色
の
旦
」を
地
場
食
材
と
味

わ
う「
葡
萄
色
の
週
末（
エ
ビ
イ
ロ
ウ

イ
ー
ク
エ
ン
ド
）」が
９
月
27
日
か
ら

10
月
６
日
、
町
内
14
の
飲
食
店
と
宿

泊
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
ブ
ド
ウ
・
ブ
ド
ウ
酒
研
究
会（
会

長
・
德
永
町
長
）が
主
催
し
た
も
の
で

今
回
が
４
度
目
の
開
催
。今
年
は
、

c
a
f
e
＆
b
a
l 
Ｃ
O
V
O
、

f
o
o
d
＆
b
a
r 
D
O
M
A
N

I
、炭
家 

石
花
木
金
、い
な
か
家
源
平
、す

ず
め
食
堂
＆
バ
ル
、
旬
の
肴
と
う
ま
い
酒

も
っ
き
り
家
、
屈
斜
路
湖
畔
の
宿
ワ
ッ
カ

ヌ
プ
リ
、
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ａ 

Ｂ
Ｂ
Ｂ
、

Ｌ
i
v
i
n
g
 
b
a
r
2
2
1
（
旧
つ

つ
い
）、
き
ら
の
宿
す
ば
る
、
屈
斜
路
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
、川
湯
観
光
ホ
テ
ル
、食
事
と

喫
茶
p
o
p
p
o
t
e
i
、
お
宿
欣
喜
湯

が
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
限
定
メ
ニ
ュ

ー
を
昨
年
秋
に
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
で
醸

造
し
た
ワ
イ
ン
と
共
に
提
供
。多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
に
は
、ワ
イ
ン
醸
造
用
の
ブ

ド
ウ
の
収
穫
が
町
内
の
協
力
農
家
な
ど

で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
２
０
０
９
年
か
ら
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
お
り
、現
在
は
町
内

で
約
３
２
４
０
本
の
苗
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。今
年
は
１
２
０
０
㌔
を
収
穫
。

　

17
日
に
は
、德
永
町
長
や
川
口
摩
周
湖
農

協
組
合
長
ら
関
係
者
ら
と
、弟
子
屈
小
学
校

３
年
生
（
中
原
英
雄
校
長
）
の
児
童
た
ち
35

人
が
一
房
ず
つ
丁
寧
に
収
穫
し
ま
し
た
。

丁寧に収穫をする德永町長と川口摩周湖農協組合長（左）と
弟子屈小学校の児童たち

一房ずつ丁寧に収穫

お
い
し
く
作
る
コ
ツ
は
？
（
奥
小
）

　

長
雨
に
続
く
大
地
震
と
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、令

和
元
年
度
弟
子
屈
町
総
合
防
災
訓

練
が
10
月
18
日
、弟
子
屈
消
防
署
で

行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
訓
練
は

は
、北
海
道
が
実
施
す
る
防
災
訓
練

に
当
町
も
参
加
し
実
施
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
な
ど
大
型
の
機
械
も
導
入
さ
れ
、

実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、近
隣
住
民
・
役
場
・
警
察
・
自

衛
隊
・
訓
練
の
研
修
者
な
ど
、総
勢
３
０
０

人
が
参
加
。自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
物
資
の
輸
送
、
自
衛
隊
車
両
が
自
走

架が

柱ち
ゅ
う

橋き
ょ
う（

仮
設
の
橋
を
架
け
る
重
機
）を
渡

り
な
が
ら
の
避
難
民
の
輸
送
や
、
消
防
に

よ
る
救
助
・
消
火
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
者
役
と
し
て
訓
練
に
参
加
し
た
町

民
の
方
た
ち
は
、消
火
訓
練
の
見
学
や
、研

修
ホ
ー
ル
で
の
、
胸
部
圧
迫
人
工
呼
吸
法

の
訓
練
や
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
予
防
運

動
を
行
い
、消
防
署
内
に
展
示
さ
れ
た
、災

害
時
に
使
用
さ
れ
る
給
水
タ
ン

ク
、
衛
星
携
帯
電
話
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
防
災
機
材
を
実
際
に
手
に

と
る
な
ど
し
て
見
学
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
自
衛
隊
と

赤
十
字
奉
仕
団
と
に
よ
る
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
の
炊
き
出
し
も
行
わ

れ
、試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
町
民
の
方

は
「
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
。日
頃
か
ら
し
っ
か
り
備

え
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

もしもに備えて
令和元年度 弟子屈町総合防災訓練

避
難
者
を
乗
せ
た
自
衛
隊
車
両
が

自
走
架
柱
橋
を
渡
る

胸
部
圧
迫
人
工
呼
吸
法
を
訓
練

消防署へ避難した方たちを安全な場所へ誘導する職員


